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1 はじめに
近年,電気自動車や水素自動車などの様々燃料で動く自
動車が次々に登場しているが,今現在もっとも自動車で使
われている燃料はいまだにガソリンである.これよりガソ
リンは必需品であると言える.

そのため,本研究ではガソリンの価格がなぜ地域によっ
て違うのか分析し,重回帰分析を用いてガソリン価格に影
響を与える要因について研究を行う.

2 地域ごとのガソリン価格
表 1にガソリン価格 [1]と卸価格 [2]を示す.表 1から都
道府県ごとのガソリン価格を見てみると,ガソリン価格が
最も高い県は長野県で 178.8円,最も低い県は宮城県と徳
島県で 161.8円である.ガソリン価格は最大で１ L当たり
17円もの差があることが分かる.

なぜ,卸価格はあまり差がないのにガソリン価格は差が
あるのだろうか.本研究ではガソリン価格の地域差につい
て研究する.

表 1 ガソリン価格 (都道府県)

順位 地域 ガソリン価格 (昇順) 卸価格
1 宮城県 161.8円 132.7円
1 徳島県 161.8円 135.2円
3 兵庫県 162.0円 132.0円

:

45 鹿児島県 176.7円 135.0円
46 長崎県 178.3円 134.5円
47 長野県 178.8円 134.0円

3 ガソリン価格に影響を与える要因の検討
実際のガソリン価格データを目的変数,その他のデータ
を説明変数とし重回帰分析を行う.目的変数で使用するガ
ソリン価格は 2023年 4月 5日 [1]に発表されたデータを
使用する.また,説明変数は製油所の有無 [3],卸価格 [2],

ガソリン販売量 [4],車の保有台数 [5],人口密度 [6]の 5つ
のデータを使用する.

沖縄県は他の県とは別に補助金が出ているため,本研究
は沖縄県を除いて行う.

3.1 重回帰分析結果
説明変数の t値と p値を見ると車の保有台数のデータ
が最も目的変数に影響を及ぼしていることが分かる.

しかし,この重回帰分析の寄与率 R2 は 0.244とかなり
低くなっている.

表 2 重回帰分析結果
変数 係数 ｔ値 p値
切片 101.581 0.919 0.364

製油所の有無 -0.878 -0.837 0.407

ガソリン卸価格 0.522 0.632 0.531

ガソリン販売量 1.8 ∗ 10−6 0.725 0.473

車の保有台数 −3.1 ∗ 10−6 -1.770 0.084

人口密度 0.001 0.562 0.577

4 価格の競争
4.1 価格の競争としてガソリン価格に影響を与えるデー

タの検討
価格を決める要因として,他の店との価格の競争も大き
な影響を与える.そのため重回帰分析の説明変数に価格の
競争が影響されるデータも説明変数に加えて重回帰分析
を行う.

価格の競争として影響を与えるデータとして,可住地面
積 [7],都道府県の離島振興対策をされている有人島の数
[8]面積当たりのガソリンスタンド数 [9]のデータを使用
する.

4.2 重回帰分析結果 2

表 3 重回帰分析結果 2
変数 係数 ｔ値 p値
切片 190.797 1.672 0.103

製油所の有無 -1.650 -1.547 0.130

ガソリン卸価格 -0.154 -0.178 0.858

ガソリン販売量 7.0 ∗ 10−7 0.242 0.810

車の保有台数 −2.7 ∗ 10−6 -1.201 0.237

人口密度 4.0 ∗ 10−4 0.237 0.814

可住地面積 0.020 0.826 0.414

有人島の数 0.137 2.245 0.031

ガソリンスタンド数 5.810 0.238 0.814

この重回帰分析の寄与率R2は 0.351と第 3章で行った
重回帰分析と比べて少し高くなった.

重回帰分析の実行結果の p値から,製油所の有無と車の
保有台数,有人島の数のデータが目的変数に影響を与えて
いることが分かる.

5 空間的依存性
図 1から,示した残差の図を見ると予測値より高い県と
低い県がかたまって分布していることが分かる.これより,

ガソリン価格は空間的に近い地域は影響を及ぼし合うと
いう空間的依存性があるかもしれない.そのため重回帰分
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図 1 残差

析に距離行列を考慮し,隣接している県の空間的依存性を
踏まえてガソリン価格を分析する.

5.1 空間的依存性を考慮した距離行列
重回帰分析に組み込む距離行列を隣接している県を１,

その他を０とする.また,隣接している部分に山がある場
合は 0.5,海や川がある場合は 0.8,高速道路が繋がってい
る場合は 1.2,県境にガソリン輸送車の通行を規制するト
ンネル [11]がある場合は数値を-0.1する.また,隣接して
いる県同士の空間的依存性を見るために同じ県のセルは
0とする.

重回帰分析に組み込む距離行列の例として,四国の距離
行列の表 4をに示す.

表 4 四国の距離行列
徳島県 香川県 愛媛県 高知県

徳島県 0 1.2 1.2 1

香川県 1.2 0 1.2 0

愛媛県 1.2 1.2 0 0.5

高知県 1 0 0.5 0

5.2 距離行列を含めた重回帰分析の結果

表 5 重回帰分析結果 3
変数 係数 ｔ値 p値
切片 84.046 - -

製油所の有無 -1.326 -1.183 -

ガソリン卸価格 0.649 0.722 -

ガソリン販売量 2.8 ∗ 10−6 0.908 -

車の保有台数 −4.2 ∗ 10−6 -1.821 -

人口密度 2.7 ∗ 10−3 0.130 -

可住地面積 0.017 0.682 -

有人島の数 0.152 2.377 -

ガソリンスタンド数 7.318 0.285 -

この重回帰分析の寄与率 R2は 0.615となった. 第 4章
の重回帰分析と比べて,目的変数に大きく影響を与えてい
る製油所の有無と車の保有台数,有人島の数の 3つのデー
タは変わらないが,寄与率は約 0.26あがり,ガソリン価格
に空間的依存性は関係があると言って良いだろう.

6 おわりに
本研究は重回帰分析を用いて,ガソリンの価格に関する
分析を行った.ガソリン価格は直接価格に影響するものの
他に,価格の競争や空間的依存性もガソリン価格の変動に
影響を及ぼすことが分かった. 結果から,ガソリン価格を
下げるには製油所の有無と車の保有台数が大きく影響す
ることが分かった.ガソリン価格は本研究で出た結果だけ
ではなく,様々な要因が影響しているのだろう.
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